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データ（1）   
01（（呼び出し音））  
02 M：もしもし．   
03 （1．5）（（この間にMが苗字を名乗っているようにも聞こえるが、小声であ  
る上に雑音が重なっているため、ほとんど聞き取れない。））  
04 D：もしもし：：？  
05 M：は：い  
06 D：まさよです．  












やりとりの細かい観察に裏付けられることを、少し詳しく見てみよう。   
04行目でDは、02行目の「声のサンプル」のみから、受け手がMであることを認   
































してかくのごとく電話を開始したと言うべきであろう。   
ただ、電話の会話において電話の外の関係性が参照されると言うだけでは、十分でな  
い。人と人の関係性は、当事者間の日々の相互行為の積み重ねを通して、確認され、更  
新され続けるものに他ならない。電話の会話自体がそのような実践の一つであり、対面   
































互行為の実践を通して「親密な関係」が更新されているのである。   
以上のように、「親密な関係」は、相互行為の中で実践されていることそのもの、  
そして、その積み重ねであり、相互行為に外在的な事実ではない。今見たように、そ  
れは当事者同士で明示的に語られることなく、相互行為の組織のされ方の隅々に組み   









データ（2）   
01 Y：で，もう一つおね［がいごとが（h）あ（h）る（h）ん［だ（h）け（h）ど（h）  
02 H：  ［うん．  ［はhいはhい．   
03 Y：い：（hh）い（hh）？．hhhあの（h）．hhh＜プリンヱニの＞イン之一  
04  （0．5）   
05 H：i」ム，   
06 Y：［旦＜あそこで＞買ってくれる？   
07  （0．7）   
08 Y：今日＜ヤシマ＞にいったんだけど：   
09   （0．5）   
10 H：あ！（．）産土さわけ：：？   
11   （0．5）   
12 Y：金額がちょっと高いかな［：と（h）思って（h）hehhhhhh．   
13 H：  ［あ！ああ：（hh）そっか（h）そっか（h）．＝   
14 H：＝．hhじゃよ一よg－［ん？それはな－［なんてい［う   
15 Y：  ［．hhh．hhhhhh［．hhhh ［あの［虫：   




実践されているのであろうか。   
音声データを聞かないとなかなか会話の雰囲気をつかみにくいかもしれないが、少   






























3．1．行為投射的発言の未完結性   
まずは、Yの依頼の切り出し方に注目してみよう。データ（2）は、「おねがいご  
と」をすることを明らかにするYの発言から始まっている。この発言自体は、「おね   






データ（3）   
01 S：で：：ちょっと聞きたいんやけL：，   
02 M：うん．  
03  （0．8）   
04 S：あの：：（0．8）石川県の：教採の：  
05 M：うん．   
06 S：なんか過去問みたいなのって：：，過去問とか一過去閉じゃな  
07  くてもなんか＜対策＞みたいのあるやん．   
08   （．）   
09 M：うん．   
10 S：あれって：   
11   （1．2）   















言であることが観察可能となった時点で、了解を示す反応をすることもある。そうし   
社会的実践としての日常会箭Ⅱ－「親しさ」の実践－ 53  
たふるまいも、現話者の発話をさえぎるものではなく、現話者が予告した行為へ進む  
ことを積極的に促している反応と受け止められよう。   
さて、データ（2）に戻ってみると、02行目のHの「はhいはhい．」は、まさにそ  
のような位置で生じていることがわかる。  
データ（2り   
01 Y：で，もう一つおね［がいごとが（h）あ（h）る（h）ん［だ（h）け（h）ど（h）   
02 H：  ［うん．  ［はhいはhい．   
03 Y：い：（hh）い（hh）？．hhhあの（h）．hhh＜プ1）ン旦この＞インL   
O4   （0．5）   
05 H：i⊥＆，   





















恥ずべきものだという認識を少なくとも持っている、ということを主張しているわ   

































が展開していく。以下ではこのことを丁寧に見ていこう。   
Yは、自分が「おねがいごと」をすることについて（自分の発言と重ねて）Hがす   









である。   
Yがここで発話を区切っていることについて分析を進める前に、ScheglofE（1980）  
























に思われる8。   
56 高木  
さて、データ（2）に返ろう。01行目に始まるYの行為投射的発言は、確かにプレ  
プレとして用いられ、受け手にそのように受け止められているのか確認しておく必要  





























いるのがプレープレである。   
以上を踏まえると、Yは、「＜プリン旦二の＞イン之＿」でひとまず発話を区切るこ  
とにより、予告した依頼の準備として、受け手による指示対象の認識・理解の問題を  
焦点化しているとみなすことができよう。そして、05行目でHが「iム」という反   


































を認識できるかどうかが不確実なのか、その指示表現の正しさが不確実なのか、など）   




















3．5．0．5秒の沈黙   
さて、Yの発話の区切りの彼の間合いは、0．5秒に及んでいる。以下にデータ（2’）  
を再掲する。  
データ（2り   
01 Y：で，もう一つおね［がいごとが（h）あ（h）る（h）ん［だ（h）け（h）ど（h）  
02 H：  ［うん．  ［はhいはhい．   
03 Y：い：（hh）い（hh）？．hhhあの（h）．hhh＜プリンヱニの＞イン之＿  
04  （0．5）   
05 H：旦」ム   
06 Y：［互＜あそこで＞買ってくれる？  
わずか、0．5秒の遅れであるが、Yが「＜プリン＿乞この＞イン之＿」と発話し終えた瞬  
間に発話の区切りに達したこと、および、それが、「プリンターのインク」について  
適切に文脈付けられた認識が可能であることを主張する機会としてつくられているこ   
社会的実践としての日常会話］－「親しさ」の実践－ 59  
とを、Hが即座に判断し、問題なく認識できたことを主張するには遅すぎるタイミン  



























データ（2）   
01 Y‥で，もう一つおね［がいごとが（h）あ（h）る（h）ん［だ（h）け（h）ど（h）   
02 H：  ［うん．  ［はhいはhい．   
03 Y：い‥（hh）い（hh）？．hhhあの（h）．hhh＜プリン之この＞ム∠2⊥   
04   （0．5）   
???????
05 H：う」ん  
06 Y：［を＜あそこで＞買ってくれる？  
07   （0．7）  
08 Y：今日＜ヤシマ＞にいったんだけど＿：  
09  （0．5）  
10 H：あ！（．）互生わけ：：エ  
11   （0．5）  
12 Y：金額がちょっと高いかな［：と（h）思って（h）hehhhhhh．  
13 H：  ［あ！ああ：（hh）そっか（h）そっか（h）．＝  
14 H：＝．hhじゃよ一よg－［ん？それはな－［なんてい［う  
15 Y：  ［．hhh．hhhhhh［．hhhh ［あの［虫：  






















た」ことを明らかにする。Hが推測した理由が先に提示された結果として、実際には   
































いるのだから、なおさらそうした「気遣い」が志向されるであろう。   
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［  オーバー ラップの開始位置。  
（m．n）  その秒数の間合いがその位置にあることを示す。  
（．）  0．2秒以下の短い間合い。  
発話：  直前の昔が延ばされていることを示す。  
h  呼気音。笑い声や、勢い良く発話されているために破裂音が聞こ  
えることを示す。相対的な長さをhの数で示す。  
．h  吸気音。息継ぎや笑いなどを示す。  
発（h）請笑いながら発話されていることを示す。  
発壷  下線部分に強勢がおかれていることを示す。  
直前の部分が下降調抑揚であることを示す。  
，  直前の部分が継続を示す抑揚であることを示す。  
フ  直前の部分が上昇調抑揚であることを示す。  
†  直前の部分が弾むような音調であることを示す。  
発話   直前の部分の音調があえて平坦に保たれていることを示す。  
＜発話＞  不等号で囲まれた部分が顕著にゆっくり発話されている事を示す。   

















4 例えば、「あ、まさよか」というような発言であれば、掛け辛が「まさよ」であること特定  
できたことを、そのように発言すること自体が証拠づけることになる。つまり、掛け手を特定  
したことを「実演的に」示していると言えよう。  
5 ゆえに、以下の分析では、常にデータ（2）のトランスクリプトを参照し、どのように発話  
されているかということについて頻繁に言及する。  
tう 特に3．3．で取り上げる「プレープレ」について、森（2008）や西阪（2008b）が、文法的未  
完結性に言及している。  
7 そして、それが観察可能であり、かつ、記述可能であることを示すのが、本稿の試みである。  





9 日本譜会話におけるこのような現象については、すでに林（2005）や串田（2008）が報告し  
ている。   
